
　　　　　　　　　　　　「パートタイム・有期雇用労働法」沖電気の労働条件改定　　　　　　　　　　　　　　

●印は正社員と比較して顕著な
差異が生じている個所

正規社員
契約社員

労働条件改定
契約社員
変更前※

無期 無期・有期 無期・有期

月給 時給・日給・月給※ 時給・日給・月給※

平日130%／休日145％他 正社員と同等 平日125％OR130％他●

 初年度20日～
 15年以上22日

　6か月後10日～
 20日　法定         ●

 6か月後10日～
 20日　法定通り   ●

　半休取得回数　24回
　(年休12日分)

正社員と同等
　半休取得回数　12回
　(年休6日分)

　40時間：年休5日分) 正社員と同等 ※個人契約で差異あり

 ▪妻 1万円(2021年に廃止）
 ▪その他の家族(５人まで) 1万円
 ▪子ども
 2020年4月～2021年3月1万円
 2021年4月～1万3千円

 ▪子ども
 2020年4月～2021年3月 1万円
 2021年4月～1万3千円
 (規定なし：その他の家族)●

 支給しない      ●

　　結婚・子女の出産  5日間有給 正社員と同等  制度無し        ●

 配偶者、子、父母  7日間　有給  4日間　無給　   ●※

 配偶者の父母  5日間　有給  2日間　無給　   ●※

 兄弟姉妹、祖父母  3日間　有給  2日間　無給　   ●※

 ▪有給休暇　年5日間付与
 ▪摘みたて限度50日
 ▪年休切り捨て分より
　5日間限度に積立て可

 ▪有給休暇　年5日間付与
 ▪摘みたて限度50日
（規定なし:年休切り捨て分より

　5日間限度に積立て可)     ●

 制度無し　      ●

 56日間 正社員と同等  42日間　　      ●

 56日間 正社員と同等  56日間

　　　　　　　　　　　　（2020/3/21 4/1 改定）　　　　　　　　　　　　　　

正社員と同等

慶
弔
休
暇

 目的別休暇制度

手当の新設：役職手当・待機手当・常駐手当・出張手当(国内/海外）

　産前期間休暇(無給･健保給付)

　産後期間休暇(無給･健保給付)

　　雇用期間

　　賃金

　時間外割増率(平日･休日)

　年次有給休暇

　半休取得回数

　時間単位年休

　　子ども手当（旧家族手当)

※個人契約で差異あり
待遇比較

２
０
２
０
年
４
月
の
法
改
正
に
伴
っ

て
、
契
約
社
員
の
就
業
規
則
が
改
訂

さ
れ
ま
し
た
。
２
２
年
前
「
※
丸
子

警
報
器
」
の
臨
時
女
子
社
員
が
均
等

待
遇
を
求
め
た
裁
判
で
画
期
的
な
判

断
が
さ
れ
ま
し
た
。
待
遇
の
格
差
是

正
を
求
め
る
多
く
の
労
働
者
、
労
働

組
合
に
運
動
が
引
き
継
が
れ
て
、
今

回
の
法
改
正
に
至
り
ま
し
た
。

契
約
社
員
の
労
働
条
件
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
当
会
で
も
沖
電
気
の
株

主
総
会
な
ど
で
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

昨
年
２
０
１
９
年
６
月
の
株
主
総

会
で
「
契
約
社
員
の
待
遇
改
善
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
『
同
一
労

働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
『
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
』
や

判
例
に
沿
っ
た
内
容
と
な
る
よ
う
検

討
」
と
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

慶
弔
休
暇
の
有
給
扱
い
、
時
間
単

位
の
年
休
取
得
、
新
た
に
子
ど
も
手

当
、
目
的
別
休
暇
制
度
が
導
入
さ
れ

る
な
ど
改
善
は
進
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
手
当
で
は
、

「
そ
の
他
の
家
族
」
が
適
用
か
ら
外

れ
る
な
ど
格
差
は
残
し
た
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
、
傷
病
休
暇

期
間
な
ど
法
定
外
の
休
暇
は
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
短
時
間
・
有
期
雇
用
労

働
者
及
び
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不

合
理
な
待
遇
の
禁
止
等
に
関
す
る
指

針
）
」
に
照
ら
し
て
も
制
度
導
入
す

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
、
格
差
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
説
明
を
行
の
は
会
社
の
責
任
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

派
遣
労
働
者
の
待
遇
に
つ
い
て
も

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
改
善

が
派
遣
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
条
件
を
築
き
上
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
労
働
組
合
に
結
集
し
て
要

求
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
丸
子
警
報
事
件
と
は
、
「
臨
時
女
子

社
員
が
労
働
組
合
に
結
集
し
、
均
等
待
遇

を
求
め
た
裁
判
で
『
同
じ
勤
続
年
数
正
社

員
と
の
賃
金
格
差
８
割
以
下
は
公
序
良
俗

違
反
と
し
て
違
法
』
」
と
の
画
期
的
な

判
断
を
下
し
た
。

オ
ダ
マ
キ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相談 は 無料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。
：

株
主
総
会
の
回
答
に

沿
っ
た
待
遇
の
改
善
を

格
差
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
説
明
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
。

１
月
、
中
国
武
漢
で
の
感
染

拡
大
や
、
２
月
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
の
感
染
状
況
が
ニ
ュ
ー

ス
で
報
じ
ら
れ
た
時
、
日
本
で
１
万
４
千

人
、
世
界
で
２
９
７
万
人
以
上
（
４
・

現
在
）

の
感
染
者
が
出
る
こ
と
を
予
想
し

た
だ
ろ
う
か
▼
一
部
の
専
門
家
は
「
地
域

の
医
療
現
場
で
早
期
診
断
・
隔
離
・
治
療

で
き
る
態
勢
へ
の
移
行
」
を
当
時
か
ら
訴

え
、
Ｄ
Ｐ
号
で
の
船
内
隔
離
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、
政
府
は
感
染
拡

大
か
ら
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
具
体

策
を
示
す
こ
と
を
せ
ず
、
水
際
作
戦
で
何

と
か
な
る
と
思
っ
て
い
た
様
だ
▼
感
染
が

広
が
る
中
、
安
倍
首
相
自
身
が
「
会
食
三

昧
」
を
続
け
、
全
閣
僚
が
出
席
す
る
「
感

染
症
対
策
本
部
」
を
欠
席
す
る
閣
僚
が
続

出
し
、
「
自
粛
」
を
呼
び
か
け
「
特
措
法
」

が
施
行
さ
れ
る
中
で
昭
恵
氏
が
桜
見
物
や

大
分
旅
行
へ
。
極
め
つ
け
は
、
星
野
源
氏

の
楽
曲
を
勝
手
に
使
っ
た
安
倍
首
相
の
動

画
配
信
。
「
仕
事
が
な
い
」
「
自
粛
で
生

活
が
で
き
な
い
」
と
い
う
国
民
の
声
に
応

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
の
が
首
相

が
や
る
こ
と
な
の
に
。
救
い
よ
う
の
な
い

ず
れ
で
、
音
楽
業
界
に
何
の
補
償
も
し
な

い
で
音
楽
を
使
う
無
神
経
さ
が
批
判
を
浴

び
た
▼
音
楽
や
芸
術
は
国
民
の
文
化
と
し

て
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
だ
が

「
自
粛
要
請
を
受
け
て
、
い
ち
早
く
活
動

を
中
止
し
た
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
界
に
補
償
ど
こ
ろ
か
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
さ
え
な
い
」
と
抗
議
す
る
の
は
ホ
リ
プ

ロ
社
長
の
堀
江
義
貴
氏
。
ラ
イ
ブ
か
ら
歌

舞
伎
ま
で
５
６
０
０
公
演
が
中
止
し
５
２

２
億
円
の
損
害
。
ド
イ
ツ
で
は
、
文
化
相

が
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
い
ま
生
き
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
。
誰
も
置
き
去
り
に
し

な
い
」
と
、
現
金
の
「
即
時
支
援
」
を
実

施
し
た
▼
「
自
粛
と
補
償
は
セ
ッ
ト
で
」

と
、
野
党
が
共
同
し
て
要
求
し
、
世
論
の

高
ま
り
の
中
で
、
一
律
ひ
と
り

万
円
の

支
給
を
決
め
、
閣
議
決
定
し
た
予
算
を
組

み
替
え
さ
せ
た
。
政
治
が
国
民
生
活
に
直

結
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
。
も
っ

と
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
！

（
Ｏ
）



子
育
て
の
特
別
有
給
休
暇

は
助
か
り
ま
す

【
群
馬
・
富
岡
】

コ
ロ
ナ
感
染
が
広
が
り

続
け
て
い
ま
す
。
富
岡
工

場
で
も
従
業
員
の
家
族
か

ら
感
染
者
が
出
る
な
ど
、

い
つ
ど
こ
で
感
染
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
、

外
出
を
控
え
る
事
の
重
要

性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
休
校
も
続
い
て

い
て
、
子
供
を
抱
え
る
方
々

は
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
出
て
、
四
月
か
ら

新
た
な
コ
ロ
ナ
対
応
が
会

社
か
ら
出
さ
れ
、
小
学
校

な
ど
が
休
校
の
場
合
は
特

別
有
給
休
暇
が
取
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
「
小
学
校
が
休
み
に

な
り
一
人
で
留
守
番
さ
せ

て
い
る
け
ど
心
配
」
「
休

校
が
長
引
い
て
学
童
保
育

に
預
け
る
の
も
午
後
か
ら

し
か
や
ら
な
く
な
っ
て
大

変
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
が
、
特
別
有
給
休
暇

が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
自
粛

要
請
を
受
け
て
い
る
保
育

園
の
方
に
も
是
非
広
げ
て

欲
し
い
制
度
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
移
行
推
進

の
迅
速
な
対
応

【
埼
玉
・
蕨
】

３
月
時
点
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
他
社
よ

り
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
し
た
が
、
４

月
に
入
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
居
室
や

食
堂
で
の
三
密
回
避
の
た

め
の
配
慮
、
そ
し
て
一
番

の
効
果
が
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
で
す
。
以
前
は
テ
レ

ワ
ー
ク
で
き
る
か
不
安
を

持
っ
て
い
る
方
も
少
な
く

な
か
っ
た
で
す
が
、
管
理

体
制
や
ツ
ー
ル
の
活
用
を

徹
底
す
る
こ
と
な
ど
で
４

月
後
半
に
な
る
と
ほ
と
ん

ど
の
方
が
テ
レ
ワ
ー
ク
に

移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、

万
全
な
対
策
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で

時
差
通
勤
お
こ
な
わ
れ
る

【
埼
玉
・
本
庄
】

電
車
通
勤
者
は
４
月
１

３
日
か
ら
時
差
通
勤
と
な

り
ま
し
た
。
本
庄
駅
や
神

保
原
駅
に
会
社
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
が
待
機
し
て
い
ま

す
。
電
車
利
用
者
は
「
学

校
休
校
も
あ
っ
て
電
車
の

中
は
い
つ
も
よ
り
乗
客
は

少
な
い
が
、
更
に
感
染
リ

ス
ク
が
減
る
こ
と
に
ほ
っ

と
し
て
い
る
」
よ
う
で
す
。

休
憩
所
は
食
べ
物
禁
止
、

１
人
分
の
間
隔
を
置
い
て

座
る
な
ど
、
い
つ
も
の
風

景
も
か
わ
り
ま
し
た
。
職

場
に
よ
っ
て
は
「
作
業
者

の
間
隔
が
近
い
ま
ま
で
不

安
で
す
、
な
ん
と
か
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
聞

き
ま
す
。

消
費
税
増
税
対
策

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト

還
元
の
恩
恵
受
け
な
い

高
齢
者
や
低
所
得
者

１
９
年
１
０
月
に
消
費

税
が
１
０
％
に
増
税
。
増

税
緩
和
策
と
し
て
、
２
０

年
６
月
ま
で
の
期
間
に
設

定
さ
れ
た
還
元
予
算
は
６

９
９
８
億
円
。

総
務
省
「
２
０
１
８
年
家

計
消
費
状
況
調
査
」
に
よ

る
と
６
０
歳
以
上
世
帯
の

電
子
マ
ネ
ー
の
保
有
率
は

低
く
（
左
・
グ
ラ
フ
）
利

用
で
き
ず
、
「
弱
者
切
り

捨
て
の
不
公
平
制
度
」
の

批
判
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
４
４
回

不
当
取
引

⇒
１
９
年
７
月
、
岐
阜
市
が
東
京
地
裁
に
５
５
７
万
７
千
円
の

賠
償
を
求
め
提
訴
（
岐
阜
新
聞
）
★
報
道
例
で
す
。

消
防
や
救
急
の
無
線
は
情
報

の
秘
匿
性
や
機
能
を
高
め
る
た

め
、
全
国
の
自
治
体
が
１
６
年

５
月
末
を
目
途
に
消
防
本
部
や

救
急
車
、
消
防
車
な
ど
の
装
置

の
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

の
切
り
替
え
を
進
め
た
。

沖
電
気
を
含
む
５
社
は
公
取

委
か
ら
「
入
札
で
落
札
企
業
を

話
し
合
い
決
め
て
い
た
＝
談
合
」

と
し
て
課
徴
金
納
付
命
令
を
受

け
た
。

企
業
の
社
会
的
責
任
が
問

わ
れ
、
再
発
防
止
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

日
本
財
団
が
１
９
年
９
月
下
旬
～
１

０
月
下
旬
に
９
カ
国
の
男
女
、
各
国
千

人
を
調
査
し
た
結
果
。
日
本
青
年
の
現

環
境
も
顕
わ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

１８歳 ９カ国意識調査
将来に悲観的 良くなる最下位話題

公
正
取
引
委
員
会

沖
電
気
を
含
む
５
社

２
４
９
消
防
本
部
契
約
で
の
談
合
を
認
定

火
種
残
り

住
民
や
消
防
本
部
が
損
害
賠
償
の
訴
え

課徴金


